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市長の 
まちづくりメッセージ 
市長の 
まちづくりメッセージ 
市役所では、毎月の初日（今回は12月1日）に「市長のまちづくり

メッセージ」を放送しています。市民の皆さんと『共創・協働のまち

づくり』を進めていくため、その一部を掲載します。
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本
市
の
石
城
山
を
は
じ
め
、
西

日
本
に
分
布
す
る
「
神
籠
石
」

は
、
日
本
書
紀
な
ど
の
古
い
文
献

に
築
造
の
記
録
が
な
い
た
め
、
謎

を
秘
め
た
遺
跡
と
し
て
、
明
治
時

代
か
ら
「
山
城
説
」
や
祭
祀
を
行

う
「
神
域
説
」
な
ど
考
古
学
者
の

間
で
論
争
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
石
城
山
で
は
、
昭
和
38
・
39
年

に
文
化
庁
や
県
教
委
な
ど
に
よ
る

学
術
的
調
査
が
行
な
わ
れ
、
「
山

城
遺
跡
」
と
い
う
説
が
有
力
視
さ

れ
ま
し
た
が
、
昭
和
54
・
58
年

に
、
こ
の
地
を
訪
れ
た
作
家
の
松

本
清
張
さ
ん
は
、
神
籠
石
の
表
面

が
外
見
を
意
識
し
て
の
造
り
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
「
山
城
と
神
域
の

折
衷
説
」
を
唱
え
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
者
な
ど
が
こ
の
地
を
訪
れ
て
い

ま
す
が
、
神
籠
石
は
今
な
お
「
い

に
し
え
の
ロ
マ
ン
が
眠
る
古
代
遺

跡
」
と
し
て
、
人
々
の
興
味
を
抱

か
せ
る
貴
重
な
財
産
で
す
。

　
そ
こ
で
、
国
の
史
跡
で
あ
る

「
石
城
山
神
籠
石
」
を
文
化
財
と

し
て
保
存
し
て
い
く
こ
と
は
も
と

よ
り
、
九
州
に
点
在
す
る
８
か
所

の
神
籠
石
を
有
す
る
自
治
体
と
、

神
籠
石
を
テ
ー
マ
と
し
た
交
流
を

始
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

石
城
山
神
籠
石
に
つ
い
て

　
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
全
国
市

長
会
で
上
京
し
た
折
に
、
関
係
市

長
に
こ
う
し
た
考
え
を
直
接
お
話

す
る
と
と
も
に
、
改
め
て
佐
賀
県

武
雄
市
、
福
岡
県
久
留
米
市
、
行

橋
市
、
前
原
市
を
訪
問
し
、
神
籠

石
を
活
用
し
た
自
治
体
相
互
の
交

流
や
市
民
に
よ
る
神
籠
石
探
訪
な

ど
の
交
流
、
ま
た
国
の
史
跡
で
あ

る
神
籠
石
の
保
存
・
研
究
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
活

用
の
方
策
に
つ
い
て
、
趣
旨
を
説

明
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
訪
問
し
た
市
長
さ
ん
方
か
ら

は
、
私
の
提
案
に
大
賛
成
し
て
い

た
だ
き
、
ハ
ー
ド
事
業
よ
り
も
こ

れ
か
ら
は
そ
の
地
域
に
存
在
す
る

埋
も
れ
た
資
源
を
ま
ち
づ
く
り
に

活
用
し
、
地
域
の
再
生
を
図
る
べ

き
と
の
賛
同
の
声
や
、
神
籠
石
を

活
用
し
た
具
体
的
な
施
策
の
話
を

伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
市
民
や
職
員
の
み
な
さ
ん
に
も

自
分
た
ち
の
住
む
地
域
に
あ
る

「
石
城
山
神
籠
石
」
は
、
ま
さ
に

ま
ち
の
誇
り
、
財
産
で
あ
る
こ
と

を
改
め
て
認
識
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
財
産
は
、
ま
だ
皆
さ

ん
の
知
ら
な
い
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち
の

住
む
地
域
を
も
っ
と
知
り
、
誇
り

を
持
っ
て
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
邁
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
光
地
域
広
域
水
道
企
業
団
は
、

将
来
の
水
需
要
に
備
え
、
周
東
町

に
建
設
し
た
県
営
中
山
川
ダ
ム
の

水
を
上
水
道
用
水
な
ど
と
し
て
利

用
す
る
た
め
、
当
時
の
光
市
、
大

和
町
、
熊
毛
町
、
周
東
町
、
玖
珂

町
の
１
市
４
町
で
昭
和
57
年
12
月

に
設
立
し
た
も
の
で
す
。

　
当
初
計
画
で
は
、
昭
和
63
年
度

か
ら
給
水
開
始
の
予
定
で
し
た

が
、
ダ
ム
建
設
の
遅
れ
か
ら
平
成

７
年
度
に
延
期
。
そ
し
て
水
需
要

が
伸
び
な
い
こ
と
か
ら
平
成
15
年

度
に
再
延
長
、
さ
ら
に
平
成
25
年

度
ま
で
給
水
開
始
を
再
々
延
期
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
水
需
要

の
背
景
と
な
っ
た
社
会
経
済
情
勢

は
大
き
く
変
化
し
、
経
済
の
停
滞

や
人
口
減
少
等
か
ら
、
現
在
で
は

周
南
市
熊
毛
地
域
を
除
き
新
た
な

水
需
要
は
見
込
め
ず
、
事
業
に
対

す
る
抜
本
的
な
見
直
し
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
今
年
２
月
、
周

南
市
か
ら
、
他
の
構
成
団
体
に
迷

惑
の
か
か
ら
な
い
方
向
で
、
島
田

川
か
ら
取
水
し
熊
毛
地
域
に
給
水

を
行
い
た
い
と
い
う
意
思
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
大
型
事
業
の
方
向
転

換
は
全
国
的
に
も
例
が
な
い
中
、

そ
の
後
、
国
、
県
と
も
協
議
を
続

け
た
結
果
、
こ
の
た
び
の
企
業
団

議
会
で
、
中
山
川
ダ
ム
の
水
利
権

を
企
業
団
の
構
成
団
体
で
分
割
す

る
案
に
よ
り
、
一
定
の
方
向
性
を

示
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
事
業
等
の
再
整
理
を

含
め
た
判
断
は
、
市
長
と
し
て
も

非
常
に
大
き
な
決
断
を
有
す
る
政

策
課
題
で
す
。
し
か
し
、
い
つ
ま

で
も
負
の
遺
産
を
後
世
に
負
わ
せ

る
こ
と
な
く
、
改
革
す
べ
き
も
の

に
は
勇
気
を
も
っ
て
立
ち
向
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
市
の
長

年
の
懸
案
で
あ
る
広
域
水
道
事
業

が
こ
の
た
び
の
方
向
性
に
添
い
、

本
当
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
利
益
に

叶
う
事
業
と
な
る
よ
う
、
今
後
と

も
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
新
「
光
市
」
誕
生
１
周
年
を
記
念
し
て
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１
放
送
の
全
国
放
送
番

組「
真
打
ち
競
演
」
の
公
開
録
音
を
行
い
ま

す
。
つ
い
て
は
、
入
場
者
を
募
集
し
ま
す
。

番
組
で
は
漫
才
・
落
語
な
ど
演
芸
界
の
実

力
派
を
多
数
迎
え
て
、
お
楽
し
み
い
た
だ

け
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
出
演
　
１
本
目
…
青
空
球
児
・
好
児（
漫

才
）、
高
松
し
げ
お
（
漫
談
）、
古
今
亭
志
ん

輔
（
落
語
）、
２
本
目
…
ビ
ッ
グ
ボ
ー
イ
ズ

（
漫
才
）、
堺
す
す
む
（
漫
談
）、
桂
文
楽
（
落

語
）、
司
会
…
西
堀
裕
美
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
山
口
放
送
局
）

●
入
場
料
　
無
料
　
※
入
場
整
理
券
（
１

枚
で
２
人
が
入
場
可
）
が
必
要
で
す
。

●
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
の
往
信
用
裏

面
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
、
ま
た
返
信
用
表
面
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
を
記
入
し
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
※ 

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

●
応
募
先
　
〒
７
４
３-

８
５
０
１
　
光
市

中
央
六
丁
目
１
番
１
号
　
光
市
役
所
総
務

課
「
真
打
ち
競
演
」
係

●
募
集
期
限
　
平
成
18
年
１
月
10
日
必
着

●
放
送
予
定
日
　【
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１
放

送
・
全
国
放
送
】①
平
成
18
年
２
月
21
日
　

21
時
５
分
〜
21
時
55
分
、
②
平
成
18
年
２

月
28
日
　
21
時
５
分
〜
21
時
55
分

●
問
合
せ
　
市
役
所
総
務
課
０
８
３
３(

７

２)

１
４
０
０
ま
た
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
山
口
放
送
局

０
８
３(

９
２
１)

３
７
３
３

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
番
組
「
真
打
ち
競
演
」

公
開
録
音
の
入
場
者
募
集

新
「
光
市
」
誕
生
１
周
年
記
念

○
日
時
　
平
成
18
年
１
月
28
日
　
18
時
30
分
〜
20
時
30
分
（
開
場
18
時
）

○
会
場
　
光
市
民
ホ
ー
ル
　
大
ホ
ー
ル

●
題
材
　
市
内
で
行
わ
れ
る
四
季
折
々
の

イ
ベ
ン
ト
、
景
色
、
町
並
み
、
史
跡
、
文

化
財
、
自
然
な
ど
で
す
。
作
品
は
、
絵
は

が
き
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
観
光
名

刺
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
使
用
す
る
予

定
で
す
の
で
、
芸
術
性
に
商
業
性
も
加
味

し
て
審
査
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
ど
な
た
で
も
応
募
可

●
募
集
期
間
　

・
第
２
期
　
12
月
１
日
〜
３
月
31
日

締
切
期
日
　
４
月
末
日

・
第
３
期
　
４
月
１
日
〜
７
月
31
日

締
切
期
日
　
８
月
末
日

●
応
募
方
法
　
応
募
作
品
の
裏
面
に
「
氏

名
」
「
住
所
」
「
電
話
番
号
」
「
題
名
」

を
記
入
し
た
用
紙
を
貼
付
し
て
、
持
参
ま

た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
規
格
　
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
・
四
つ

切
サ
イ
ズ
。
入
選
作
品
は
、
ネ
ガ
、
ポ

ジ
、
画
像
デ
ー
タ
な
ど
の
提
出
が
必
要
。

●
入
賞
作
品

①
大
賞
　
３
期
を
通
じ
て
１
点
　
賞
状
お

よ
び
副
賞
（
商
品
券
３
万
円
分
）

②
特
選
　
各
期
ご
と
に
１
点
　
賞
状
お
よ

び
副
賞
（
商
品
券
１
万
円
分
）

③
入
選
　
各
期
ご
と
に
３
点
　
賞
状
お
よ

び
副
賞
（
商
品
券
３
千
円
分
）

④
佳
作
　
各
期
ご
と
に
５
点
　
賞
状
お
よ

び
副
賞
（
商
品
券
千
円
分
）

※
大
賞
は
、
各
期
ご
と
の
特
選
、
入
選
、

佳
作
の
中
か
ら
３
期
を
通
じ
て
の
最
優
秀

作
品
と
な
り
ま
す
。

●
発
表
　
各
期
ご
と
に
観
光
協
会
事
務
局

に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
広
報
ひ
か
り
お

よ
び
マ
ス
コ
ミ
に
発
表
し
ま
す
。

●
審
査
員
　
観
光
協
会
委
託
の
審
査
員
お

よ
び
観
光
協
会
関
係
者
で
審
査
し
ま
す
。

●
応
募
規
則
　
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ

ん
。
未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。

●
版
権
　
入
選
作
品
の
版
権
は
、
光
市
観

光
協
会
に
帰
属
し
ま
す
。

●
問
合
せ
　
光
市
観
光
協
会
　
〒
７
４
３-

８
５
０
１
　
光
市
中
央
６
丁
目
１-

１
０
８

３
３(

７
２)

１
４
０
０

光光
っ
て
い
い
な
！

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
光
市
観
光
協
会
と
大
和
観
光
協
会
の

合
併
を
記
念
し
て
、
「
光
っ
て
い
い

な
！
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
（
第
二

期
）
」
を
次
の
要
領
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

光
市
観
光
協
会
・
大
和
観
光
協
会
合
併
記
念

光
地
域
広
域
水
道
事
業
に

つ
い
て
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